
清風学園半世紀にわたる通学ルートの軌跡 

                                             杉本大悟 

清風学園は今年で創立 76 周年となり、本校の鉄道研究部も創部から 45 周年を超えあと数年

で 50 年に到達するところまで来ています。我が清風学園は大阪市の中心部に位置し、立地受験

やアクセスも良好なことから大阪市のみならず様々な地域から生徒が通学しています。今回の企

画はそんな生徒たちの通学の足を支えている鉄道路線やその路線の最新車両，沿線風景，ルート

が創部した約 50 年前と現在でどのように変化していったのかを調べることにしました。ご紹介

する路線はそれぞれの部員が実際に通学する際に利用する路線としました。それでは 50 年前と

現在を比較する今昔物語の始まり始まり～ 

 

Route1 近鉄奈良線（大阪上本町～近鉄奈良） 

 

     近鉄奈良線の路線図 

 

記念すべき第１弾は１９１４年に清風学園の最寄り駅でもある上本町から生駒山を越えて奈

良市内の中心部まで結ぶ近鉄最古の路線でもある近鉄奈良線です。開業当時から現在まで奈良か

ら大阪へ向かう通勤、通学客の重要な足になっているほか奈良へ向かう観光客の足にもなって

います。また５１年前の１９７０年には大阪上本町～大阪難波間を結ぶ近鉄難波線が開業し奈良



線の全列車が難波乗り入れを果たした他２００９年には阪神電車との相互直通運転が始まり奈

良から神戸三宮まで 1 本の電車で行けるようになり、ますます利便性が高くなっています。ま

た車窓からの風景の見どころも多く、特に新大宮～大和西大寺間から見える平城宮跡や石切駅周

辺から一望できる大阪平野は個人的にオススメしたい風景です(笑)それでは本題に移りましょ

う！ 

 
石切付近から一望できる大阪平野          平城宮跡を横切る阪神×桃園メトロ PR 列車 

          

①最新車両の今昔 

５０年前 

８０００系，８４００系 

運用区間 近鉄奈良線 大阪難波～近鉄奈良 

     近鉄京都線 京都～大和西大寺 

     近鉄橿原線 大和西大寺～橿原神宮前 

     近鉄天理線 平端～天理 

     近鉄田原本線 新王寺～西田原本(８４００系の一部） 



 

      奈良線の急行運用に就く８０００系 

８０００系は１９６４年 奈良線新生駒トンネル開通に伴う輸送力増強のために登場した形

式で１９８０年までに計 208 両が製造され近鉄一の大所帯まで上り詰めた車両でした。しかし

車両の老朽化によって１９６４～６６年にかけて製造された前期グループは全廃され、現在は１

９６７～６９年に製造された後期グループのうち４両編成８本と３両編成２本計３８両が冷房

化改造や省エネ化改造をされながらも奈良線，京都線を中心に運用されています。また現在残っ

ている 3 両編成 2 本は普段 2 編成共に連結して 6 両固定編成として扱われています。 

 
東花園検車区で顔を合わせる８０００系（左）と８４００系（右） 



８４００系は８０００系のマイナーチェンジ版として１９６９～７２年にかけて計５４両が

製造され現在は 4 両編成 6 本と 3 両編成 7 本計４５両が奈良線，京都線を中心に運用されるほ

か３両編成は１９９２年にワンマン化改造され田原本線でも運用されています。この中の８４０

９編成と８４１４編成は２０１８年に田原本線が１００周年記念を迎えたのを記念して復刻塗

装が施されて８４０９編成はダークグリーン、８４１４編成はかつての近鉄通勤車標準塗装であ

る。マルーンレッドに銀帯を施した塗装となって５０年前を思い出させるような雰囲気になって

います。８０００系，８４００系は現在もラッシュ時には奈良線最優等種別の快速急行でバリバ

リ酷使されており、かつて５０年前に通学していた生徒が乗車していた車両とは思えないような

活躍ぶりを見せています。 

 

８４０９編成（ダークグリーン）        ８４１４編成（近鉄マルーン＋銀帯） 

 

 

 

 

 

 



現在～シリーズ２１(３２２０系，５８２０系，９０２０系，９８２０系） 

運用区間 近鉄奈良線 大阪難波～近鉄奈良 

     近鉄京都線 京都～大和西大寺 

     近鉄橿原線 大和西大寺～橿原神宮前 

     近鉄天理線 平端～天理 

     京都市交通局烏丸線 竹田～国際会館(３２２０系のみ） 

     阪神なんば線 尼崎～大阪難波(３２２０系以外） 

     阪神本線 尼崎～神戸三宮(３２２０系以外） 

 

      

         奈良線の主力車両でもある９８２０系 

シリーズ２１とは２１世紀に向けての近鉄次世代通勤車として２０００年以降に製造された

グループの総称で、「人にやさしい・地球にやさしい」と「コストダウン」をコンセプトに開発

された車両です。その第一弾として登場したのが３２２０系で京都地下鉄線への乗り入れを目的

に６両編成３本が製造されました。 



 

   ３２２０系                ５８２０系       

それに次いだ第二弾は５８２０系でクロスシート，ロングシートのどちらにも転換可能な LC

カー機能を搭載する車両として６両編成７本が製造されこの内２本が大阪線、それ以外の５本が

奈良線，京都線で運用されています。その後もラッシュ時などの増結等を目的とされた９０２０

系が２両編成２０本と９０２０系の６両編成 ver の奈良線，京都線専用車両９８２０系が１０本

それぞれ製造され、９０２０系は 1 本が大阪線、それ以外の１９本はすべて奈良線，京都線で

運用されており様々な車両との異種連結シーンを見ることができます。 

 

９０２０系      最古参８０００系との連結シーン、こんな光景も日常茶飯事です(笑) 

 



阪神１０００系 

運用区間 阪神なんば線 尼崎～大阪難波 

     近鉄奈良線 大阪難波～近鉄奈良 

     阪神本線 大阪梅田～元町 

     神戸高速線 元町～西代 

     山陽電鉄本線 西代～山陽姫路 

 

      １０００系            昨年運行終了した鮮魚列車との並走シーン 

先ほどあたかもシリーズ２１が近鉄奈良線の最新型通勤車両のように述べましたが、あくまで

も「近鉄の車両」というカテゴリーの中の話で、実際に近鉄奈良線を走る最新型通勤車両は阪神

車なんです(笑)この１０００系は２００９年の阪神なんば線開業と近鉄奈良線との相互直通に

想定された急行用車両で２００６年から６両編成１３本とラッシュ時の快速急行増結用として

２両編成９本が製造されました。現在は近鉄奈良～神戸三宮の近鉄阪神相互直通運用がほとんど

ですが時々阪神本線の運用にも入ることがあり大阪梅田はもちろん山陽電車にも乗り入れ明石

や姫路まで顔を出すことがあります。 

 

 



②沿線情景の今昔 

５０年前の１９７１年と２０２１年現在、近鉄奈良線の沿線もがらりと変わりました。そんな

中から特に激変した情景を 3 つご紹介します。 

 

1 菖蒲池駅周辺 

 ５０年前の菖蒲池周辺             現在の菖蒲池周辺  

 

 

現在は駅の名前にもなっている菖蒲池周辺に住宅街が広がる静かな町ですが、かつては駅のす

ぐ近くに昭和生まれの関西人ならだれもが知っているであろう「近鉄あやめ池遊園地」があり

ました。もしかしたら行ったことがある方もいらっしゃるのではないのでしょうか？休日は多く

のレジャー客でごった返しイベント開催時には急行が臨時停車するほどでしたがそんな「近鉄あ

やめ池遊園地」も２００４年に惜しまれつつも閉園。遊園地の跡地を有効活用して住宅街や近畿

大学付属幼稚園，小学校が建設され現在に至っています。 

     

 

 

 

 

 

 



    あやめ池遊園地           現在の菖蒲池駅 

 

 

 

２ 生駒駅周辺 

５０年前の生駒駅南口        現在の生駒駅南口 

  

かつての生駒駅は２面３線のホームかつ大阪側に踏切が設置されている今では考えられない

ような地上駅でした。１９８６年に東大阪線（現けいはんな線）が開業したことにより現在の 3

面６線のホームになりました。また東大阪線が開業したことにより地下鉄中央線に乗り入れ本町

や大阪港などの大阪市内の新たなエリアまで生駒から 1 本の電車で結ばれるようになりますま

す利便性が高まっていきました。 



 

生駒駅で顔を合わせる引退間近の近鉄１２２００系スナックカー(右）と大阪メトロ２０系(左） 

 

１９９７年には近鉄百貨店が入店する商業施設「アントレいこま」が、さらに２０１４年には

近商ストアや市立図書館を含んだ商業施設「ベルテラスいこま」がそれぞれ駅前にオープンする

など大阪のベッドタウンとして日々発展し続けています。 

 

アントレいこま（左）     ベルテラスいこま（右） 

 

 

 

 

 

 

 



3 布施～八戸ノ里,八戸ノ里～東花園間 

  ５０年前の布施駅       現在の布施駅 

 

５０年前東大阪市内の奈良線は八戸ノ里を除くすべてが地上駅でした。その中でも布施,河内

永和,河内小阪の西側３駅は６年後の１９７７年に高架化されたものの若江岩田,河内花園,東花

園の東側３駅は２０１４年に高架化と比較的最近の出来事でした。大規模な高架化工事をしてい

たのは当時小学生だった私自身も電車の中から見たことを鮮明に覚えています。 

 

高架化直後の旧地上線（若江岩田付近）  

 

                          現在の東花園駅 

東花園～鶴橋間が全て高架化されたことにより東大阪市内の交通渋滞が緩和された他、列車の

スピード UP や速達性の向上にもつながりました。 

 

 

 



③感想 

最後に私自身とてもなじみ深い路線の今昔を調べてみましたが、毎日利用している路線であり

ながらもたくさんの新しい発見がありました。また創立から７６年も続く清風学園までの通学ル

ートは本当に奥が深いものだということを改めて感じさせられました。是非皆さんも鉄道路線に

限らず自分が住んでいる街や馴染みある場所などの今昔を調べてみてはいかがでしょうか。 

 

 

 


